
 

 

 

立教大学教会音楽研究所 

2019 年度秋学期 オルガン特別講座  
 

 「英国カレッジ・チャペルの教会音楽」 

  2020 年 1 月 10 日（金） 18：30～20：00 

     

於・立教学院諸聖徒礼拝堂（立教大学・池袋キャンパス） 
 

 

 

 

 

現代の英国カレッジ・チャペルの礼拝で 

各カレッジのオルガン・スカラーによって演奏されているオルガン曲を 

立教大学オーガニスト・ギルドの学生が演奏し 

その楽曲についての講義と公開レッスンをしていただきます。 

今もなお、活発に発展し続けている英国の教会音楽について 

ご一緒に学びましょう。 

 

講 師  キャスリーン・パーディー Katharine Pardee 
（オックスフォード大学教授、 

ワダムカレッジ・チャペル音楽総監督） 

通 訳   スコット・ショウ Scott Shaw 
（立教学院諸聖徒礼拝堂聖歌隊長、 

 立教大学文学部キリスト教学科教授、当研究所所長） 
 

演  奏    立教大学オーガニスト・ギルド 8 名 
 

 

             定員 100 名    

参加費・無料   お申し込み不要 
 

 

※ 同日 1 月 10 日（金）17：45 から、「歌による夕の祈り」が 

諸聖徒礼拝堂で行われます。お時間のある方は、どうぞご参加 

ください。オルガン特別講座は、引き続き開催されます。



お問い合わせ 

立教大学教会音楽研究所 

E-mail：music@rikkyo.ac.jp 

※メールまたは FAXでのお問い合わせをお願いいたします。 

 

〒171-8501 東京都豊島区西池袋 3-34-1 

Tel & Fax：03-3985-2786 

https://www.rikkyo.ac.jp/research/institute/icm/ 

 

＜講師プロフィール＞ 

キャスリーン・パーディー Katharine Pardee 
 英国オックスフォード大学オルガン奏法の教授として、オックスフォード

大学全カレッジ・チャペルのオルガンスカラーの学生たちを指導、また演奏

をサポートしている。他に、コルプス・クリスティ・カレッジでは音楽学の

講師、ワダム・カレッジで音楽総監督を務めている。 

米・ニューヨークのロチェスター大学イーストマン音楽院でオルガン演奏

と音楽学の博士号を取得、またオックスフォード大学では「19 世紀の英国に

おけるバッハ」についての研究論文により、博士号を授与された。1999年～2001

年にかけ、母校イーストマン音楽院オルガン科の准教授、シラキュース大学

チャペルの音楽監督、講師を務めた。 

 これまでに、2 枚の CD を“Pro Organo”より制作・リリース。 

アメリカ、英国は元より様々な国で演奏活動を行っている。 

 

 

 

 

 

 

立教大学 池袋キャンパス 〒171-8501 東京都豊島区西池袋3-34-1 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


